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ホプキンズの詩における聖なる
ものへの呼びかけ
山田　泰広
Abstract
　 In his poems, Hopkins often addresses the holy beings like God, Christ, and Mary 
and he names them with different forms.  Sometimes the poet uses rather common 
expressions like ‘three-numbered form’, ‘Father’, ‘double-natured name’, ‘martyr-master’, 
‘Lord’, ‘sir’, ‘my friend’, ‘lord of  life’, ‘comforter’, and ‘mother of  us’, and sometimes he 
uses uncommon figurative ones like ‘World’s strand’, ‘sway of  the sea’, and ‘The recurb 
and the recovery of  the gulf’s sides.’  The choice of  a name for such a being is related 
to the idea of  the being, that is, the character or quality the speaker emphasizes and the 
purpose of  his addressing the being.  The purpose of  this paper is to clarify the ideas 
suggested by the ways those beings are called and to understand the emotional states 
which required those ways of  addressing.  As a result, we can see a distinct difference 
in the emotional attitude toward the holy beings like God between ‘The Wreck of  the 
Deutschland’ and his later poems like No. 69 and No. 74 in the fourth edition of  The 
Poetry of  Gerard Manley Hopkins, reflecting the psychological states at the time of  writing.
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Ⅰ　序言
　G. M. ホプキンズ（1844―89）はカトリックへの改宗，イエズス会への入
会に当たって，信仰の妨げになるという理由で一度は自分のために詩を書く
ことを断念したが，1874 年に起きたドイッチュランド号の海難事故のニュー
スに霊感を刺激されたのがきっかけで，それ以降「神に栄光を帰す」という
名目で詩作を再び始めた。その内容は当然のことながら，基本的に自分の宗
教体験を踏まえた上で神と被造物と人間の関係を扱ったものになった。
　本論文は，自我を基軸としたホプキンズの宗教体験の特徴を作品の中での
話者の呼びかけという表現行為に探ろうとする試みである。
Ⅱ　呼びかけの定義
　修辞学で言う呼びかけとは，「強い感動のなかで，人や動物のような有情
のもののみならず森羅万象に語りかける，2人称的な言葉」である1）。日本
語の呼びかけに相当する英語は apostrophe で，「振り返ること」「逸れること」
を意味するギリシア語に由来する。本来，法廷弁論で判事や陪審員に向けて
いた言葉を突然敵対者や聴衆の方に振り向けることを意味していた。それゆ
え，「転訴」という日本語も当てられることがあり，この場合には話し手が
突然言葉を向ける対象を変え，神や特定の人物，空や祖国などに直接語りか
けることと定義できる。ギリシア古典悲劇においてコロス（合唱隊）の長が
突然劇世界を抜け出して現実の話題を取り上げて観客に語りかける部分があ
るが，これが古典文学に応用された転訴の例である2）。物語作品の場合でも，
一般の読者に向けて語りかけていた語り手が突然物語の登場人物に語りかけ
るようなことがあるが，これも転訴の例である3）。
　このように，「転訴」と呼ばれる呼びかけの形式は，語りにおいて突然語
りかける相手を変えることであるが，本論文では，同一の語り手による語り
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の途中であること，語りかける対象の突然の変化であることを必須条件とせ
ずに，強い感動のなかで，語り手が感動の源泉である人やもの・ことを 2人
称と見なし，その対象を特定の名称で呼んで語りかけることを呼びかけと定
義することとする。
Ⅲ　呼びかけの対象
　ホプキンズの詩において語り手が 2人称と見なして呼びかける対象は神，
特定の人，自分自身，風景などである。まず，代表的作品『ドイッチュラン
ド号の難破』（1875 年作）からその例を拾ってみる。下線を引いた部分が呼
びかけである。
（1）
　　　　Thou mastering me
　　God! giver of  breath and bread;
World’s strand, sway of  the sea;
　　Lord of  living and dead;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―4, Stanza 1)
（2）
Thou heardst me truer than tongue confess
　　Thy terror, O Christ, O God;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 3―4, Stanza 2)
（3）
My heart, but you were dovewinged
　　　　　　　　　　　　　　　　(l. 6, Stanza 3)
（4）
　　Be adored among men,
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God, three-numbered form;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―2, Stanza 9)
（5）
O Father, not under thy feathers nor ever as guessing
The goal was a shoal, of  a fourth the doom to be drowned;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 5―6, Stanza 12)
（6）
　　Ah, touched in your bower of  bone,
　　Are you! turned for an exquisite smart,
Have you! Make words break fro me here all alone,
　　Do you! —mother of  being in me, heart.
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―4, Stanza 18)
（7）
　　but thou art above, thou Orion of  light;
Thy unchancelling poising palms were weighing the worth,
　　Thou martyr-master;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 5―7, Stanza 21)
（8）
Joy fall to thee, father Francis,
Drawn to the Life that died;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―2, Stanza 23)
（9）
　　　　The majesty! what did she mean?
　　　　Breathe, arch and original Breath.
Is it love in her of  the being as her lover had been?
　　　　Breathe, body of  lovely Death.
　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―4, Stanza 25)
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（11）
But how shall I ... make me room there:
Reach me a ... Fancy, come faster—
　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―2, Stanza 28)
（12）
　　Jesu, heart’s light,
　　Jesu, maid’s son,
What was the feast followed the night
　　Thou hadst glory of  this nun? —
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―4, Stanza 30)
（13）
Heart, go and bleed at a bitterer vein for the
　　Comfortless unconfessed of  them—
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 3―4, Stanza 31)
（14）
　　　　　　I admire thee, master of  the tides,
　　　　　　Of  the Yore-flood, of  the year’s fall;
　　　　The recurb and the recovery of  the gulf ’s sides,
　　　　　　The girth of  it and the wharf  of  it and the wall;
　　Stanching, quenching ocean of  a motionable mind;
　　Ground of  being, and granite of  it: past all
　　　　Grasp God, throaned behind
Death with sovereignty that heeds but hides, bodes but abides;
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―8, Stanza 32)
（15）
　　　　Now burn, new born to the world,
　　　　Double-natured name,
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　　The heaven-flung, heart-fleshed, maiden-furled
　　　　Miracle-in-May-of-flame,
Mid-numbered he in three of  the thunder-throne!
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―5, Stanza 34)
（16）
　　　　Dame, at our door
　　　　Drowned, and among our shoals,
　　Remember us in the raods, the heaven-haven of  the reward:
　　　　Our King back, Oh, upon English souls!
Let him easter in us, be a dayspring to the dimness of  us,
　　be a crimson-cresseted east,
　　　　　　　　　　　　　　　　(ll. 1―5, Stanza 35)
　これらの例から明らかなように，『ドイッチュランド号の難破』において
ホプキンズが呼びかける対象としてとりわけ多いのは神である。その位格が
「父」であれ，「子」であれ，「聖霊」であれ，三位一体の神に向かって語り
手は 35 連中 9連で呼びかけている。次に多いのが自分の心で，3連で呼び
かけている。他には溺死した修道女の所属する修道会の創始者聖フランシス
コと，空想（イメージ），それに今は亡き修道女が一回ずつである。
　この詩は神への呼びかけで始まり，溺死した修道女への呼びかけで終わっ
ている。その途中で自分の心に呼びかけたり，聖フランシスコに呼びかけた
り，空想に呼びかけたりしている。複数の対象への呼びかけが多用されると
ともに，語りかける相手が神であったり，一般読者であったり，自分であっ
たりと語りの形式が度々変わるので，作品に奥行とダイナミズムが生まれて
いる。
　1874 年作の『ドイッチュランド号の難破』がホプキンズ自身の回心体験
と海難事故におけるカトリック修道女たちの最期を伝えた新聞記事を材料
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にして信仰の勝利を高らかに謳い上げているのに対して，10 年余り経った
1885 年以降に書かれた作品には闇の中で光を見つけようともがく魂の苦難
が綴られているものが目立つ。その時期の作品にある呼びかけ（下線を引い
た部分）のある例を以下に引用する4）。
（17）
Not, I’ll not, carrion comfort, Despair, not feast on thee;
　　　　　　　　　　　(No. 64, l. 1)
（18）
I kissed the rod,
Hand rather, my heart lo! Lapped strength, stole joy, would laugh, cheer.
　　　　　　　　　　　(No. 64, ll. 10―11)
（19）
Comforter, where, where is your comforting?
Mary, mother of  us, where is your relief ?
　　　　　　　　　　　(No. 65, ll. 3―4)
（20）
Here! creep,
Wretch, under a comfort serves in a whirwind:
　　　　　　　　　　　(No. 65, ll. 12―13)
（21）
what sights you, heart, saw; ways you went!
　　　　　　　　　　　(No. 67, l. 3)
（22）
Soul, self; come, poor Jackself, I do advise
You jaded, let be;
　　　　　　　　　　　(No. 69, ll. 9―10)
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（23）
Thou art indeed just, Lord, if  I contend
With thee; but sir, so I plead is just.
　　　　　　　　　　　(No. 74, ll. 1―2)
（24）
Wert thou my enemy, O thou my friend,
　　　　　　　　　　　(No. 74, l. 5)
（25）
Sir, life upon thy cause.
　　　　　　　　　　　(No. 74, l. 9)
（26）
Mine, O thou lord of  life, send my roots rain.
　　　　　　　　　　　(No. 74, l. 14)
　これら後期の作品で呼びかけられているのは，（17）絶望，（18）（20）（21）
（22）自分もしくは自分の心，（19）（23）（24）（25）（26）神，（19）聖母で
ある。神への直接的な呼びかけはあるが，それがある作品数は少なく，しか
も呼びかけている目的が『ドイッチュランド号の難破』と同じではないよう
に思われる。またその目的の違いによって，焦点として意識されている性質
や評価を表わす句や名称が異なっているように思われる。
Ⅳ　呼びかけの目的と呼びかけ方
　聖なる存在に呼びかける場合，ホプキンズは様々な呼びかけ方をする。
‘God’ の他に，‘Christ’，‘Jesu’，‘Mary’ といった特定の存在を表わす名称，さら
に，‘three-numbered form’，‘Father’，‘double-natured name’，‘martyr-master’，‘Lord’，
‘sir’，‘my friend’，‘lord of  life’，‘comforter’，‘mother of  us’ といった神，イエス・
ホプキンズの詩における聖なるものへの呼びかけ
75
キリスト，聖霊，聖母の換称（antonomasia）があり，さらに，それらの存在
の性格的特徴あるいは語り手の評価を表わす様々な比喩がある。
　神は父と子と聖霊の三つのペルソナを持つ存在であるがゆえに（4）「三つ
のペルソナを数える神」と呼ばれ，また，人類を救うためにわが子イエス・
キリストに罪の贖いをさせた，キリストを信じる者にとっては父のような慈
悲深い存在であるがゆえに（5）「父」と呼ばれる5）。
　イエス・キリストの換称である（7）「殉教の主」は十字架上の死によって
全人類の罪の贖いをしたキリストを主として讃える言葉である6）。（15）「二
重の本性を持つ御名」は人類の救済のため人の子として受肉し，十字架上で
の死後復活と昇天を遂げた神の子イエス・キリストの二重の本性を示す表現
である。神と人とを仲介する役割に注目した呼びかけであると言える。
　「主」は旧約聖書では世界を創造し万物を支配する神を指す呼称であるが，
新約聖書では ‘the Lord’，‘our Lord’ は人類全体の救い主であるイエス・キリ
ストに対して崇敬の念を込めて使うのが一般的である7）。『ドイッチュラン
ド号の難破』には（1）「生者と死者を支配する御方」という呼びかけがあり，
No. 74 には（26）「生命を支配する御方」という呼びかけがある。2つの表
現は似ているが，前者では神を人々の運命，生と死の両方にその力を及ぼす
ものと見なして畏敬の念を捧げているのに対して，後者では，神を個人の生
命の営みにその力を及ぼすものと見なして，自分の生命を蘇らせる神の恵み
を願い，畏敬の念を込めてその名を呼んでいる。
　‘Sir’という語は男性（見知らぬ人，目上の人，主人）に対して，ごく一
般的に呼びかけの語として用いられる8）。イエス・キリストはホプキンズに
とって主人であるから，敬意を込めて使っているのだろうが，語り口の会話
的な印象を強くしている。
　キリスト教ではイエス・キリストを「友」と呼ぶことはよくある。No. 74
では‘enemy’の対義語として‘friend’が使われているので，文脈から‘friend’
は味方という意味だと理解できる。キリストは人類を罪，すなわち滅びの運
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命から救い出してくれた味方，自分たちの罪を贖うために自分の生命を犠牲
にしてくれた味方であるから，‘friend’は‘Saviour’と同義的に使われてい
るのである。カトリック聖歌 657 番では友なるイエスを次のように歌って
讃えている9）。
いつくしみ深き　友なるイェスは
罪とがうれいを　とり去りたもう
こころのなげきを　包まずのべて
などかはおろさぬ　負える重荷を
いつくしみ深き　友なるイェスは
われらの弱きを　知りてあわれむ
悩みかなしみに沈めるときも
祈りにこたえて　慰めたまわん
いつくしみ深き　友なるイェスは
かわらぬ愛もて　導きたもう
世の友われらを　すて去るときも
祈りにこたえて　労わりたまわん
　ここに歌われているイエス・キリスト像は慈悲の心を持って苦しむ者に寄
り添い，慰め，労わり，その苦しみを取り去ってくださる友である。ここで
強調されているのは，悲しみを分かち持ってくださる同伴者ということであ
る。しかし，No. 74 において，イエス・キリストをわが友と呼ぶ目的は，キ
リストの慈悲深さを讃えて感謝を表わすことではない。むしろ，そのような
期待に反して，友でありながら，悲しみを慰めるどころか，嘆きを増やすよ
うなことをやめない。その理不尽についての不満を訴える中で使っている呼
びかけである。だから，感謝と言うより悲しみの響きを帯びて聞こえるので
はないだろうか。後期の詩には，神から見捨てられ，そればかりか，神によっ
て虐げられているといった『ヨブ記』のヨブの心情がうかがわれるが，この
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作品にもそういう心情がある10）。
　No. 65 で聖霊を（19）「慰める者」と呼んで呼びかけ，聖母マリアを「わ
れらの母」と呼んで呼びかけているのは，その注意を引いて，慰めのない苦
境を訴え，その呼び名が示す慈悲にすがろうとするためである11）。
　呼びかける対象をその働きによって呼ぶこともある。たとえば，被造物界
の生々流転を支配する神は，（1）「息とパンを与える御方」「世界をより束
ねる御方」「海を動かす御方」「生者と死者を支配する御方」とその支配者と
しての業を示す表現によって呼ばれる。神は時間とその終わりを支配するの
で，（14）「流れを支配する御方」「ノアの洪水を支配し，歳月の終わりを支
配する御方」と呼びかけられる12）。
　さらに，呼びかける対象を何か別のものに喩えて呼ぶこともある。たとえ
ば，（14）「堅固な岩，存在の地盤」，「動きやすい心を抑える大海，波で崩
れた岸壁を直して波を止める御方」とその創造的・保護者的な面にも注目し
て呼びかけられている。神は死の背後にあって（14）「全てを把握し」統治
している王である。これらの呼びかけは神の全知全能を畏怖する語り手が神
の注意を引き，その力と栄光を讃える言葉を伝えるために行われていると考
えられる。一種の信仰告白である。
Ⅴ　結語
　人がある対象に向かって呼びかけるのは，何よりその対象の注意を引くた
めである。ホプキンズが詩の中で神に呼びかけている場合，彼は神の注意を
引きたいと願ったことは間違いない。神は全てを見ておられるという確信を
持って，彼は神に呼びかける。
　声を上げることで相手の注意を引くと同時に，相手をどのように呼ぶか
で，相手に対する態度や思いが伝えられる。宗教体験を主題とする詩では，
至高の存在に対する畏怖や魅惑といった宗教的感情が込められた呼びかけの
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言葉が選ばれて発せられる。そうした言葉によって恐ろしさと美しさを持っ
た存在を讃えることが，信仰詩の書かれる一つの目的である12）。
　しかしながら，ホプキンズの場合，聖なる存在への呼びかけを誘発する感
情の動きは，たとえば，No. 74 に見られるように，自分の不遇に対する不満，
悲しみの場合もある。この不満を抑えられず，その作品の中で彼はエレミア
のように神に向かって不平を述べ，助力を求めている。そのような場合には，
自分の人生を支配している神を（26）「わが友」，「わが主，生命を支配する
御方」と呼び，関係の近しさをアピールして個人的に慈悲の恵みを求めて祈
るのである。
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教的体験の核にあるのは聖なるものの体験である。その体験は「不気味なも
の」，「途方もないもの」，「まったく他のもの」の体験で，人を戦慄させるも
のであるが，同時に魅惑するものでもある。
